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単位：億円

コロナ禍

１．預金残高の推移 ２．貸出金残高の推移

地公体及び法人預金が増加した結果、前年度末比64億円増加し、
2,349億円となりました。
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事業性
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地公体向け貸出は減少したものの、事業性融資が増加した結果、
前年度末比73億円増加し、1,953億円となりました。
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単位：百万円

３．貸出金利息収入と営業経費の推移

収入の大半を占める貸出金利息収入は、2017年3月期以降9期連続して増加しています。
また、主要な支出である営業経費については、減少傾向にあります。

差拡大
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修正ＯＨＲ（右軸）

コア業務純益(一般企業の営業利益に相当)（左軸）

４．コア業務純益及び修正OHRの推移

一般企業の営業利益に相当するコア業務純益は、増加傾向で推移しております。修正OHR
は、順調な貸出金利息収入の伸び、継続的な営業経費の見直しにより低下傾向にあります。

※修正OHR・・・低いほど良いとされている
経営の効率性を示す指標
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不良債権比率の推移

直近ピークより
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自己資本比率は前年度末比0.30P上昇。国内基準（4％以上）を大きく上回っており、健全性を確保して
おります。不良債権比率は、2023年3月期以降低下傾向にあります。

国内基準

５．財務の状況（自己資本比率、不良債権比率）



６．業績予想

（単位：百万円）

2025年3月期 2026年3月期
（2024年度） （2025年度）

実績 見込

経常収益 6,717 6,534 ▲ 183
経常利益 1,111 875 ▲ 236

当期純利益 921 569 ▲ 352

増減

2024年度の期末配当を1株当たり3円から2円増配し、1株当たり5円とすることといたし
ました。これにより、2024年度の年間配当金は1株当たり8円（中間3円、期末5円）と
なりました。



７．経常収益と経常利益、当期純利益の推移

（単位：百万円）
経常収益 前期比 経常利益 前期比 当期純利益 前期比

2024年度 6,717 623 増 収 1,111 ▲ 353 減 益 921 ▲ 116 減 益

2023年度 6,094 ▲ 168 減 収 1,464 394 増 益 1,037 69 増 益

2022年度 6,262 137 増 収 1,070 ▲ 54 減 益 968 329 増 益

2021年度 6,125 244 増 収 1,124 528 増 益 639 338 増 益

2020年度 5,881 ▲ 15 減 収 596 498 増 益 301 ▲ 184 減 益

2019年度 5,896 347 増 収 98 ▲ 305 減 益 485 229 増 益

2018年度 5,549 ▲ 211 減 収 403 ▲ 399 減 益 256 ▲ 302 減 益

2017年度 5,760 245 増 収 802 217 増 益 558 66 増 益

・増収減益は２期ぶりです（経常利益ベース）。経常収益は２期ぶりの増収、経常利益は 2期ぶりの減益、
当期純利益は4期ぶりの減益です。


